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欧州のロシアに対するエネルギー依存度

期間：2020年、暦年
（出所）bp Statistical Review of World Energy 2021より野村アセットマネジ
メント作成

期間：2015年3月～2021年10月、月次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

2022年2月16日

ポイント① ロシアはエネルギー大国

ロシアはエネルギー生産大国です。2020年におけ
るロシアの世界シェアは原油生産が約12%（世界
シェア3位）、天然ガス生産が約17%（同2位）
と米国やサウジアラビアに次ぐエネルギー大国です。
ウクライナ危機によりロシアに制裁等が課され、同国
の原油・ガス生産が滞れば、世界のエネルギー需給
がタイトとなる可能性があります。

ポイント② 欧州はロシアのエネルギーに依存

ロシアからのエネルギー供給が滞った場合、影響が
特に大きいのは欧州です。欧州にとってロシアからの
エネルギー関連製品の輸入シェアは、原油29%、
石油製品39%、液化天然ガス15%、天然ガス
37%です（2020年）。特にドイツは、ロシアから
の天然ガス（パイプライン経由）の輸入シェアは
55%と高水準です。欧州にとってロシアからの天然
ガスを代替するのは短期的に不可能と考えられてい
ます。

ポイント③ エネルギー需給は一層タイトに

足元の原油や天然ガス等のエネルギー需給はタイト
です。OECD（経済協力開発機構）諸国の歴史
的な原油低在庫、ロックダウン緩和によるエネルギー
需要増加および過去の原油価格低迷や環境規制
等による投資不足が背景にあります。このような厳し
い需給環境に、ウクライナ危機を契機とした、ロシア
のエネルギー生産の停滞が加われば、すでに高水
準にある原油やガス等のエネルギー価格がさらに上
昇する可能性があるでしょう。このところのエネルギー
価格高騰を受け、OPEC（石油輸出国機構）加
盟国の反応や米国エネルギー企業の投資方針等
が注⽬されます。

欧州の天然ガス輸入シェア

OECD諸国の原油在庫の推移

欧州の原油、天然ガス価格の推移

期間：2017年2月24⽇～2022年2月11⽇、週次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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